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産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 新潟県の中央部(県央地域)に位置
⚫ 面積133.72㎢、人口23,668人(R7.10.31現在)

⚫ 「北越の小京都」駅前から1㎞以上に渡って
アーケードが架かる商店街が続き、隣接する加
茂川・加茂山とともに市民の憩いの空間を形成

⚫ 「桐たんす生産量日本一」木工の町。加え
て近隣地域の下請けとして電気器具・機械製造
や金属加工が主体。稲作・果樹栽培(ル レクチエ、

桃など)も盛ん。

１．加茂市の概要
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１．加茂市の概要

産学官金連携のまちづくり事業の概要

持続可能な行財政
を目指す

基本的な生活環境
をまもる

質の高い子育て・
教育を整備する

加茂市の出生数は
20年前の半数以下に

多様化する
市民ニーズへの対応

老朽化した公共施設
他自治体に遅れた制度

目指
す姿

R5

三本
の柱

課題

R6～

三つの

目標

未来を担う
子どもたちのため

行財政の健全
かつ持続可能な

運営のため

誰もが便利で
快適に暮らせる

まちのため

産学金連携・市民協働

質の高い子育て・
教育環境の整備

◼ 学校、子育て拠点等
の施設整備

◼ 多様性を認め可能性
と愛着を育む教育

基本的な生活環境
を守る

◼ 上下水道、道路、ご
み処理、消防救急

◼ 市民に開かれた新た
なまちづくり

持続可能な行財政
運営を目指す

◼ 規模に見合ったサー
ビス、計画的な支出

◼ 人口減少・高齢化に
対応する都市構造

笑顔あふれるまち 加茂

「持続可能な行財政運営を目指す」「基本的な生活環境を守る」

「質の高い子育て・教育環境を整備する」を施策の基本方針とする
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１．加茂市の概要：人口の推移

加茂市の人口の推移と見通し（出典：実績値は国勢調査(令和2年実施)、推計値は社人研(R5.12時点)による）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

「まちをどう支えるか」という前提条件が大きく変化しており、過去に

誰も経験したことがない「老労社会」への適応が求められている
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１．加茂市の概要：長期財政シミュレーションによる財政見通し

産学官金連携のまちづくり事業の概要
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将来事業収支
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<単年度> <累計>

単年度歳出

(単位：百万円）

単年度歳入

単年度
歳入歳出差引

既存事業収支

累計収支不足

財政調整基金残高

R7年度
単年度歳入
歳出差引が
赤字に

R12年度
財政調整基金
が枯渇

加茂市の財政状況の見通し（出典：加茂市長期財政シミュレーション(R6.2.22時点)による）

※BEL(ベル)：Beginning of the End Line。
財政破綻への入り口を示す境界線。

BEL※

公共施設の再編や投資的経費の大幅な見直しを行わない場合、令和12年度

に財政調整基金が枯渇する見通し

➢ この場合、基本的・必需的な住民サービス（例えば水道水の供給など）すら提供できなくなる恐れが生じる
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２．エリアプラットフォームの設立（令和５年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

商店街
商工会議所青年会議所

大学
金融機関

放送
事業者

加茂市

新潟県 まちづくり
会社等

専門家

市民・企業・団体等
（まちのプレイヤー）

情報・課題・
方針の共有の場

エリアプラットフォーム

通信
事業者 事務局

市民・企業・団体等
まちのプレイヤーの
主体的なまちづくり
活動へのサポートや
アシストを行う

まちづくりの共通目標【未来ビジョン】有識者

オブザーバー

策定
更新

共有
意見
共感
実現

共有

専門知識に
基づく助言
（適宜）

関心を持つ
団体等

必要に応じ
随時連携

⚫ エリアプラットフォームとは？（参考：国土交通省「まちづくりの可能性を広げるエリアプラットフォーム」）

➢ 専門人材からの支援を受けながら、エリアに関わる様々な仲間とともに、エリア価値

の向上や将来像の実現に向けた議論を行うために集う、緩やかな協議の場
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２．エリアプラットフォームの設立（令和５年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ エリアプラットフォーム設立に向けた準備（令和４年度からの仕込み）

・具体的な取組み案
・今後の活動体制の検討

・協議内容のとりまとめ

・対象エリア課題と将来像イメージ
・課題に対する打ち手の検討

・現状分析による課題の整理
・対象エリアの検討

第１回 会議（令和４年11月）

第３回 会議（令和４年12月）

第４回 会議（令和５年１月）

第２回 会議（令和４年12月）

キーワード 必要な要素 熟慮すべき４つの軸

・地域住民の生活の質向上

・商店街を中心軸に周辺資
源の関連付け

・回遊性と滞在性の向上

交通再編によるアクセス性の向上

既存ストックを活用した滞在性・回遊性の向上

賑わいを生むまちなかの拠点づくり

最高に幸せな日常を感じるまちのブランディング

居心地のよさ

歩いて楽しめる

まちの資源を活かす

（令和５年度にエリアプラットフォーム準備協議会の設立へ）

産学官金連携のまちづくり事業を円
滑に進めるため、取組の成否の鍵を
握る方々に専門家を加えたコアメン
バーで取組の進め方や方向性を議論

商店街
協同組合
理事長

商工
会議所
副会頭

まちづくり

専門家
３名

加茂市
事務局
ほか



真岡市議会（もおか令和会）行政視察（2025/11/12）

Ⅰ

9

２．エリアプラットフォームの設立（令和５年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 準備協議会、ワーキング、セミナー含め、10か月間に延べ13回の会議を開催

・個別ワーキングの結果共有と成果の磨き上げ第４回ワーキング（令和５年12月）

・令和５年度の検討成果の確認
・エリアプラットフォーム設立

・令和５年度の検討成果のまとめ

第４回 準備協議会（令和６年３月）

・エリアのビジョンと実現に向けたポイント

・まち、みず、みどりの３班に分かれてコンセプト
等の検討（各班で個別に開催）

・方向性の深掘りに向けた作業方針及び現状の共有

・エリアの目指す姿と方向性

・エリアの現状認識、課題、まちづくりの方向性

・まちなかの未来について（ワークショップ）

・エリアプラットフォームや未来ビジョンについて
の講義

・これまでの検討状況及びエリア内の現状分析第１回 準備協議会（令和５年６月）

第３回 準備協議会（令和６年１月）

第２回 準備協議会（令和５年10月）

セミナー（令和５年７月）

第１回ワーキング（令和５年８月）

第２回ワーキング（令和５年９月）

第３回ワーキング（令和５年11月）

個別ワーキング（令和５年12月）

第５回ワーキング（令和６年２月）

準備協議会

セミナー

ワーキング（ワークショップ）

ワーキング（意見交換）
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２．エリアプラットフォームの設立（令和５年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 令和６年３月13日付けにて加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォームを設立

■全体会
氏名 所属

木戸信輔 加茂商工会議所 会頭

田邊良夫 加茂市商店街協同組合 理事長

萩野正和 株式会社connel 代表取締役

松井大輔 新潟大学工学部工学科 准教授

加藤はと子 全国「道の駅」女性駅長会 会長
高澤 浩

（中丸精一）
第四北越銀行 加茂支店 支店長
（令和６年２月から交代）

杵鞭 久 加茂信用金庫 理事長

小林一隆
NST新潟総合テレビ 情報制作本部

デジタルマーケティング部 部長
藤田明美

（市川恭嗣）
加茂市長
（令和６年８月から交代）

渋谷美浩 新潟県三条地域振興局 局長
西村太佑

（川崎大一郎）
加茂青年会議所 理事長
（令和６年１月から交代）

杉浦善次郎
（横山 泰）

新潟経営大学 学長
（令和６年４月から交代）

古谷隆明
（若月 守）

NTT東日本 新潟支店 副支店長
（令和６年７月から交代）

（順不同）（ ）内は前任者

■ワーキング

氏名 所属

永山光夫 加茂商工会議所 まちづくり委員会 副委員長

堀内大祐 加茂商工会議所 まちづくり委員会 委員

涌井 陽 加茂市商店街協同組合（涌井金太郎商店）

捧 泰士 加茂市商店街協同組合（AMEYAAISU）

萩野正和 株式会社connel 代表取締役

松井大輔 新潟大学工学部工学科 准教授

加藤はと子 全国「道の駅」女性駅長会 会長

高澤 浩

（中丸精一）

第四北越銀行 加茂支店 支店長

（令和６年２月から交代）

水谷景子 第四北越銀行 加茂支店 主任

山口 翼 第四北越銀行 加茂支店 主任

小林 裕 加茂信用金庫 本店営業部 部長

夏目一寿 加茂信用金庫 総合企画部 課長

小林一隆
NST新潟総合テレビ 情報制作本部

デジタルマーケティング部 部長
齋藤祐樹

（市川恭嗣）
加茂市政策推進課 課長
（令和６年８月から交代）

中浜孝昭

（櫻木大輔）

新潟県三条地域振興局 地域整備部 計画専門員

（総括）（令和６年４月から交代）

西村太佑

（川崎大一郎）

加茂青年会議所 理事長

（令和６年１月から交代）

落合 純

（横山 泰）

新潟経営大学 地域活性化研究所 所長

（令和６年４月から交代）

青山 准 NTT東日本 新潟支店 地域基盤ビジネス課

永井麻美
NTT東日本 新潟支店

まちづくりコーディネート担当チーフ

（順不同）（ ）内は前任者
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２．エリアプラットフォームの設立（令和５年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

（所管：国土交通省都市局まちづくり推進課官民連携推進室）

R5採択

R6採択

（出典：国土交通省「官民連携まちなか再生推進事業」事業概要 R5.12.1版）

R6補正採択(R7執行)

R5採択：国費4,500千円（応募5,000千円）

R6採択：国費4,500千円（応募5,000千円）
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 未来ビジョンとは？

➢ 加茂駅周辺まちなかエリアに関わる多様な

主体がまちづくりの方向性を共有するとと

もに、相互連携を促すための指針

➢ 加茂駅周辺という特定のエリアにおいては

官民が共有する将来の目標として、最も上

位となる計画として位置づけ

➢ 未来ビジョンの実現に向けては、エリアプ

ラットフォームが方向性の舵取りを担い、

多様な主体による相互連携を促すことで、

持続的に賑わいと活力あふれるまちづくり

を推進

➢ 未来ビジョンは、まちづくりの進捗や社会

情勢の変化、技術の進展などを踏まえて、

これからもバージョンアップさせていく

（＝目指すだけでなく育てる）もの

■まちの姿（未来ビジョン）の発展イメージ
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 全体会、ワーキング含め、10か月間に延べ９回の会議を開催

・令和７年度に実施する取組の検討第４回ワーキング（令和６年11月）

・令和６年度の振り返りと令和７年度の予定

・令和６年度の検討成果のまとめ

第３回 全体会（令和７年３月）

・未来ビジョンの策定

・未来ビジョン（案）の確認
・未来ビジョン実現に向けた取組の検討

・未来ビジョン（素案）の確認

・未来ビジョンの構成案
・具体的な取組、ロードマップ

・未来ビジョンの構成案
・課題の再整理

第２回 全体会（令和６年10月）

第１回 全体会（令和６年８月）

第１回ワーキング（令和６年６月）

第２回ワーキング（令和６年７月）

第３回ワーキング（令和６年９月）

第６回ワーキング（令和７年２月）

・令和７年度の実施する取組の主体、協力者の調整
・取組の実施時期や実施内容のブラッシュアップ

第５回ワーキング（令和７年１月）

ワーキング（ワークショップ）

未来ビジョン策定

未来ビジョン（概要版）

➢ 短期的には「情報発信」と「担い手育成」の二つの重点
分野に係る取組に注力する方向性を確認
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 加茂駅周辺まちなかエリア未来ビジョンのコンセプト

➢ 加茂駅周辺まちなかエリアは、商店街を中心に飲食やお買い物を
楽しめるほか、加茂山や加茂川を含めたエリア全体における【憩
い・休息機能】、交流を生み、日常生活や地域コミュニティを支
える【地域の連携機能】、加茂の魅力をまるごと体感・体験でき
る【情報発信機能】が詰まっていることから、まるごと１つの
「みちのえき」と位置づけ、このまちで過ごす、暮らす、働く日
常が持つ価値の向上に焦点を当てる。

➢ 「みちのえき」には、「未知」や「益」という意味もあり、まだ
知らない加茂の魅力や新たな人との出会いを通じて、エリアのた
くさんの可能性を花開かせ、賑わいや交流、消費といった利益や
価値を生み出していくことを目指す。
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ ゾーンごとの４つのテーマ
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 未来ビジョンの実現に向けた体系

将来像実現のためのポイント

推進する具体的な取組

➢エリアの将来像の実現に向けて、以下の
４つの階層で体系を整理しました。

① 将来像（コンセプト）
② 将来像（ゾーン✕テーマ）

③ 将来像実現のためのポイント
④ 推進する具体的な取組

加茂駅周辺まちなかエリアが目指すまち
の姿を深掘りするため、エリアを構成す
る「まち」「みず」「みどり」の３つの
ゾーンとそれらを一体にしたり、全体に
関わったりする「つながり」ごとに設定
するテーマ（まちづくりの目標）

将来像を実現する上で具体的な取
組みを選択するための基準

実現に向けたポイント
を基準に選択された具
体的な取組

コンセプト

商店街

将
来
像

ゾーン✕テーマ

加茂川 商店街 加茂山

つながり

加茂駅周辺まちなかエリアが
目指すまちの姿のコンセプト
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３．未来ビジョンの策定（令和６年度の取組）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 未来ビジョンの実現に向けたロードマップ

長期
（概ね10年後）

中期
（概ね５年後）

短期
（概ね３年後）

まち
(商店街)

みず
(加茂川)

みどり
(加茂山)

つながり

四季を通じて、
加茂川で多くの人が
滞在

飲食店や物販店など
暮らしを支える
生活サービスが充実

公共空間や遊休資産等を
活用したイベントや賑わ
い活動が増加

公共交通を利用して
まちなかで過ごす観光客
や来街者が増加

新たなイベントなどに
より、加茂川に行けば
楽しめる機会が増加

加茂川で休んだり、
佇んだり、遊んだりする
環境が充実

はじめて来た人でも
加茂山を楽しめる案内
や情報が充実

自然の神秘を感じられ
る滞在機能が充実し魅
力的な景観を形成

子ども連れの家族が
自然を学びながら遊べ
る空間が充実

１日の中でまち・みず・
みどりの間を回遊する
楽しみ方が定着

まち・みず・みどりを
めぐるような一体感を生
む取組みが増加

まち・みず・みどりに愛
着を持って魅力を高める
活動が増加

ま
ち
ま
る
ご
と
、
み
ち
の
え
き

概ね５年後までには、加茂駅周辺まちなかエリアでの市民の過ごし方に変化

が現れはじめることを目指し、できることから取組を実施していく
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４．令和７年度の取組状況

産学官金連携のまちづくり事業の概要

⚫ 商店街有志が、来街者の求めに応じて、お互いの店舗の紹介やまちなかの観光案内を行う。

１）加茂のまちなかコンシェルジュ（主体：商店街有志）

⚫ 商店主を紹介する動画をSNSで配信する（「加茂本」のWEB版）。

⚫ 加茂の魅力を広める担い手育成（市民）の情報発信講座を開催する。

２）まちやお店の情報発信（主体：加茂市観光協会 など）

⚫ 加茂山ツアー（令和６年度から休止）を再開・発展させ、商店街、加茂川、加茂山をフィールドとした
ツアーの企画と、ホスピタリティを演出するボランティアガイドを養成する。

３）まち・みず・みどりを巡るツアー企画とガイド養成（主体：加茂市観光協会）

⚫ 空き店舗の活用希望者の情報を一元化し、創業支援と併せて、空き店舗所有者とのマッチングを行う。

４）商店街への新規出店者支援（主体：加茂商工会議所・加茂市）

【短期重点分野（１）情報発信】

【短期重点分野（２）担い手育成】
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⚫ 情報発信・シティプロモーションと賑わい・消費の創出の相乗効果にチャレンジ

商工会議所×メディア×自治体がそれぞれのリソースを生かして実現

産学官金連携のまちづくり事業の概要

４．令和７年度の取組状況
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⚫ 映像制作等の講義を通じ、加茂市の情報を楽しんで発信する市民を発掘・育成

インフルエンス力のある市民と行政がともに活動するきっかけづくり

（加茂市クリエイター塾はこちらから）

産学官金連携のまちづくり事業の概要

４．令和７年度の取組状況

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/313349.html
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導入の経緯と目的

１．導入の経緯

⚫ R3年10月に約四半世紀ぶりとなる総合計画を策定

➢ 総合計画に基づき「多くの人が商店街を行き交い、賑わいと活気

にあふれるまち」の実現に向けた取組を加速させるための施策を

検討

➢ ただし、行政が主導し公共投資に依存する旧来型のまちづくりには限界が…

施設の
超老朽化

人口減少率県内ワースト4位
このままでは2050年には13,027人に（p.5参照）

➢ 人口(特に生産年齢人口)の減少により税収が不足

2020年比で物価は12.1％高騰（令和7年9月総務省報道資料参照）

今後も上昇傾向が見込まれる
➢ 光熱水費等経常経費の増加により投資的経費が不足

保有する公共施設のうち76％が築後30年を経過
このまま維持すると40年で858億円必要
➢ 毎年約10億円の予算が不足

物価高騰

人口減少
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２．導入の目的

導入の経緯と目的

⚫ 自治体の経営（財政運営）が困難を極める中で「まちの先細り」を防ぎたい

⚫ 官民連携によるまちなか再生をテーマとすることで、民間や市民が主体のまち

づくりを「定常的なもの」にするための「仕組みづくり」を目指したい

① 産学金の専門知・ノウハウの活用

② 民間や市民が主体となった自助・共助

③ 既存アセットの再評価・利活用

④ 外部ステークホルダーの巻き込み・連携

必要不可欠

➢ ただし、まちの経営課題の解決に行政単独で取り組むことは不可能

すべてはこのまちの持続可能性を高め、市民の暮らしを守るため

✓ リソース不足（ヒト・カネ）

✓ 複雑化・多様化する社会と市民ニーズ
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事業の効果と今後の課題

１．事業の効果

⚫ エリアプラットフォーム設立による効果

➢ 事業者間での情報共有が活発になり、個々に実施していた事業をまとめて実施するな

ど、各事業者の負担を増やすことなくイベントや取組の規模を拡大したり、新たな取

組や事業を始めようとする事業者が生まれ始めた。

⚫ 未来ビジョン策定による効果

➢ 産学官金が連携してエリアの将来像を定めたことで、行政か民間かを問わず、現在行

われている取組やこれから行おうとする取組について。「未来ビジョンの実現に資す

るものか？」という視点で見直したり、評価したりすることが出来るようになった。

➢ 共通の目標・イメージがあることで、相手に自分の考えを伝えたり、相手の考えを理

解することが容易になった。それにより、行政と民間事業者との距離感が縮まり、連

携や協力がしやすくなった。

⚫ まちなか再生における効果

➢ 個々の取組についてはこれから始まるものも多く、効果の測定はまだできていない。

➢ この取組の本質は「まちのプレイヤーの事業・取組がそのまままちづくりに結びつい

ていく（これを「取組のまちづくり化」と呼ぶ）」ことだと考えている。
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２．今後の課題

課題解決に向けて新たに取り組んでいること

事業の効果と今後の課題

⚫ まちのプレイヤーの発掘

➢ 未来ビジョンの実現によるまちなかの再生は、まちのプレイヤーの活躍がカギになる

ことから、プレイヤーの発掘・交流を進めたい。

新潟県からの支援を受け、「民

間が主導する公民連携まちづく

り」の知見と支援実績を数多く

有する【㈱リノベリング】のレ

クチャーを受けながら、未来ビ

ジョンの実現に向けた戦略・戦

術を磨き上げていくための知識

やスキル、イノベーティブな民

間事業者との関わり方などを、

政策推進課、商工観光課、建設

課の職員が実践形式で学んでい

るところである。
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ご清聴ありがとうございました

まちでの飲食
や買物・交流

水辺での休息や
憩い・楽しみ

まち・みず・みどりの
魅力と人をつなげる

みどりの中での
休息・癒し
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